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今年度要求のポイント

防災備蓄整備事業

1月18日修正

24年度要求額項目

東日本大震災における避難所での物資不足の実態を鑑み、災害時に被災者に迅速
に必要物資が届くよう、避難所への分散備蓄を進める。

23年度予算

3,349

トイレ、毛布、救助用資器材等88,628

大規模災害発生時に必要となる食糧や資機材等について、堺市版地震
被害想定に基づく備蓄を行うとともに、指定避難所等に分散備蓄及び
備蓄の拡大を行う。また、国・府・他市並びに民間と役割分担しなが
ら、市民の避難所生活をサポートする。

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 112,5929,399

○分散備蓄の実施
○防災対策の見直しに伴う備蓄拡大の検討（数量、種類）

○マンホールトイレの段階的整備

【今後（25年度～）】

918

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

112,5929,399

1,795 おかゆ、粉ミルク

主な要求内容 （単位：千円）

備蓄倉庫新規設置、修繕、移設等 23,046 倉庫+基礎工事13箇所、ラック11箇所

内容・積算等

○地域防災計画（堺市版地震被害想定の
結果を反映）に基づく備蓄目標の達成
○マンホールトイレの段階的整備（７箇所）

○分散備蓄の実施（24箇所）
○津波浸水区域における備蓄方法の検討
○マンホールトイレの段階的整備

【経過（～23年度）】 【24年度】

○全ての指定避難所（163箇所）と福祉避難所に分散備蓄を実施するた
めに、段階的な整備を行う。
・平成２４年度
　　市立中学校（風水害）と市立高校の計１３箇所に備蓄倉庫を設置
　　私立大学と市立体育館と文化会館等の計１１箇所に備蓄用ラック
を設置
・平成２５年～平成２６年
　　市立中学校（地震）計３１箇所に備蓄倉庫を設置
・平成２７年度
　　府立高校計１２箇所に備蓄倉庫を設置

○各指定避難所や広域避難地等での避難生活支援のためにマンホール
トイレを整備する。
・平成２３年～平成２５年で計４７箇所２３５基配備
・平成２６年度以降で計５７箇所２３５基配備
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